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「秋色に染まる雨飾山」

表 真紙 の 写

❖海女さんと磯遊び	 ９月２５日（日）
❖秋の鳴く虫	 １０月１日（土） 
❖横山ウォーク	 １０月１５日（土）
❖どんぐり探しとどんぐりクラフト	 １０月２２日（土）
❖立神歴史ウォーク	 １１月３日（木）
❖五十鈴川の生きもの観察会	 １１月１９日（土）

❖中部山岳・上信越高原アクティブ・レンジャー国立公園写真展
　８月２０日(土) ～９月１３日(火)
	 白馬五竜エスカルプラザ　１階(長野県白馬村)
　９月１６日(金) ～１０月１８日(火)
	 須坂市「湯っ蔵んど」（長野県須坂市）
　１０月２１日(金) ～１１月１０日(木)
	 上高地インフォメーションセンター（長野県松本市）

❖ヨシはらを遊ぼう！	 １１月１３日（日）
❖潮だまり観察会	 １１月２６日（土）

撮影：ＡＲ　赤梅 琴美

　中部地方環境事務所	 ☎052－955－2130
http://chubu.env.go.jp/

　長野自然環境事務所	 ☎026－231－6570
http://chubu.env.go.jp/nagano/

　中部地方において様々な「環境」の活動に取り組
んでいる方々が、この広報誌を通して「環」（わ）の
ようにつながって、その「環」が広がっていってほ
しいという願いを込めて命名しました。
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雨飾山山麓の深いブナの森は、10月初旬には色とりどりの
紅葉で彩られます。その姿はまさに、錦のじゅうたんを広げた
よう。敷き詰められた落ち葉の道をたどると、冷たくなり始め
た秋の風が頬に心地よく感じます。

　横山ビジターセンター	 ☎0599－44－0567
http://www.yokoyama-vc.jp/

❖３Ｒ推進中部地方大会	９月１８日（日）：久屋大通公園（名古屋市）
❖食品リサイクル体験モニターツアー
	 11月5日（土）～ 6日（日）（鳥羽市）
❖バーゼル法説明会
	 １１月１７日（月）： 石川県地場産業振興センター（金沢市）
	 １１月１８日（火）：名古屋市工業研究所（名古屋市）

　名古屋自然保護官事務所	 ☎052－389－2877
http://chubu.env.go.jp/wildlife/fujimae/index.html

　志摩自然保護官事務所	 ☎０５９９－４３－２２１０

今年から２０２０年までは愛知目標達成のための「国連の生物多様
性の１０年」です。
愛知目標の達成には、国・地方自治体・民間など様々な主体の取

り組みと連携が不可欠です。そのため（国連生物多様性の10年日
本委員会※）・環境省では、愛知県、名古屋市をはじめ、地元の関係
団体と協力し、国連生物多様性の１０年の初年度、ＣＯＰ１０一周年と
なる今年１０月に記念行事を開催します。
１０月７日（金）～１０月９日（日）

いきもの交流フェスタ　（主催：愛知県）
会場：愛知芸術文化センター、オアシス21、NHK名古屋放送センター

１０月２９日（土）
第１回生物多様性全国ミーティング　

（主催：国連生物多様性の10年日本委員会※）・（環境省）
会場：名古屋国際センター　別棟ホール

１０月３０日（日）
「震災と生物多様性」シンポジウム　（主催：名古屋市）
会場：ナディアパーク　デザインホール

関連イベント	
※平成23年9月1日設立予定

１０月２９日（土）～１０月３０日（日）
藤前干潟ふれあいデー（主催：「藤前干潟ふれあいデー」実行委員会）
会場：稲永ビジターセンター、藤前活動センター、名古屋市野鳥観察館

など

中部地方環境事務所からのお知らせ

❖伊勢志摩国立公園65周年記念企画
「ここが好き！ 伊勢志摩国立公園」

伊勢志摩国立公園65周年記念日　11月20日（日）

「備えよう！ いつも一緒にいたいから」
９月20日～ 26日は動物愛護週間

広く国民の間に動物の愛護と適正な飼養についての理解と関心を
深めるため、「動物の愛護及び管理に関する法律」に基づき、毎年９
月20日～ 26日が動物愛護週間となっています。
今年度のメインテーマは「備えよう！いつも一緒にいたいから」。
本年３月には、東北関東地方におい

て東日本大震災が発生し、人のみなら
ず多くの動物たちも被災しました。こう
した被災した動物たちも再び元気に生
活できるよう、日頃から災害などに備え
た対策を考えておくことが重要です。
例えば、飼っている動物とずっと一

緒にいられるような対策（予防接種や
個体識別のためのマイクロチップの
埋め込みなど）や 万一の災害発生時
の備えなど、この機会に考えてみて
はどうでしょうか。

国連生物多様性の
　　　　１０年記念行事 in
あいち・なごや

中部地方環境事務所は、（財）
日本環境協会の承認を得て、
エコマークをシンボルマークとし
て使用しています。
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